
先を読む一R

よ
う
な
先
端
研
究
分
野
は
、
バ
イ

人
間
を
凌
駕
す
る
生
物
の
叡
智

地
震
を
予
知
す
る
動
物

本
年
二
月
二
0
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
南
島
の
南
側
に
位
樅
す
る
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
島
の
海
岸
に
、

一
〇
七
頭
の
ク
ジ
ラ
が

座
礁
し
た
。
そ
の
二
日
後
、
南
島
の
中
心

都
市
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で

M
六・

三

の
地
震
が
発
生
し
た
。
三
月
四
日
に
は
茨

か
し
ま

城
県
鹿
嶋
市
の
海
岸
に
五
二
頭
の
ク
ジ
ラ

が
座
礁
し
、

一
週
間
後
に

M
九

・
O
の
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災）

そ
の
よ
う
な
異
常
事
態
の
と
き
の
動
物

の
行
動
だ
け
で
は
な
く
、
オ
オ
ソ
リ
ハ
シ

シ
ギ
は
ア
ラ
ス
カ
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
ま
で
一
万
二
0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
距
離
を
途
中
着
陸
す
る
こ
と
も
な

く
、
毎
年
九
日
ほ
ど
で
飛
翔
し
て
い
る
。

人
間
の
技
術
で
は
、
よ
う
や
く
最
新
の
航

空
機
で
達
成
で
き
る
航
続
距
離
で
あ
る
。

ア
リ
は
自
身
の
体
長
の

一
0
0
0倍
以
上

の
高
さ
の
ア
リ
塚
を
建
造
す
る
が
、
人
間

が
建
造
す
る
高
層
建
築
は
よ
う
や
く
身
長

の
四
0
0倍
に
到
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

生
物
の
仕
組
み
が
開
く
先
端
技
術

生
物
の
優
秀
な
能
力
を
参
考
に
し
よ
う

と
い
う
人
間
の
努
力
は
、

最
近
の
こ
と
で

は
な
い
。
オ
ッ
ト
ー
・
リ
リ
エ
ン
タ
ー
ル

は
、
空
中
を
滑
空
す
る
機
械
を
発
明
す
る

た
め
に
鳥
類
の
飛
翔
の
仕
組
み
を
研
究

し
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
メ
ス
ト
ラ
ル
は
靴
下

に
付
着
す
る
オ
ナ
モ
ミ
の
種
子
を
研
究
し

て
ベ
ル
ク
ロ
（
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
）
を
発

な
ん
ぶ
ち
ゅ
う
へ
い

明
し
て
い
る
。
三
段
跳
び
の
南
部
忠
平

選
手
は
、
木
か
ら
木
へ
飛
び
移
る
サ
ル
の

姿
勢
を
動
物
園
で
研
究
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
(
-
九
三
二
）
で
優
勝

し
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。

が

発

し

た

。
日
本
の
海
岸
で
は
毎
年
、

ク
ジ
ラ
の
座
礁
が
相
当
回
数
発
生
し
て
い

一

啜

〗因果
関
係
は
明
確
で
は
な
い
も
の

の
、
可
思
議
な
現
象
で
あ
る
。

に
ぃ芦
M〗
五
戸
[
〗
□一

i口

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
動
物
園
に
飼
育

一

さ
れ
て
い
る
キ
ツ
ネ
ザ
ル
や
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

な
ど
多
数
の
動
物
が
甲
高
い
鳴
き
声
を
あ

げ、
＇

墨
常
な
行
動
を
し
た
こ
と
も
報
道
さ

れ
て

)る
゜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き

と
こ
ろ
が
最
近
、
生
物
の
能
力
を
参
考

一

に
す
る
研
究
が
先
端
技
術
の
分
野
で
活
発

に
な
q
て
い
る
。
新
幹
線
の
五

0
0系
列

車
の
先
頭
は

一
五
メ
ー
ト
ル
も
細
長
く
突

一

出
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
樹
上
か
ら
水
面

クユ
に
突
入
す
る
カ
ワ
セ
ミ
の
ク
チ
バ
シ
を
参

考
に
↓
た
も
の
で
あ
る
。
塗
装
も
さ
れ
て

い
な
の
に
赤
色
や
緑
色
に
輝
く
ス
テ
ン

レ
ス
の
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
が
発
売
さ

れ
て
＂
る
が
、
こ
れ
は
モ
ル
フ
ォ
チ
ョ
ウ

の
羽

↓
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
仕
組
み
を
真
似

し
た
、
表
面
加
工
の
成
果
で
あ
る
。

ヤ
モ
リ
は
垂
直
な
壁
面
も
自
由
自
在
に

移
動
ヰ
る
が
、
そ
れ
は

一
本
の
指
先
に
五

0
万
も
生
え
て
い
る
細
か
い
毛
の
効
果

で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
接
着
剤
を
使

わ
な

]
粘
着
テ
ー
プ
が
開
発
さ
れ
た
。

ハ

ス
の
i

．
は
水
滴
を
は
じ
く
が
、
そ
れ
は
表

面
に
占
る
水
の
分
子
よ
り
も
細
か
い
無
数

の
突
の
効
果
と
分
か
り
、
そ
れ
と
同
様

の
表
面
加
工
を
し
た
食
器
を
開
発
し
た
と

こ
ろ
」
使
用
後
に
洗
う
必
要
が
な
く
な
っ

た
。

モ
の
糸
の
構
造
を
真
似
し
た
強
力

な
張
力
を
持
つ
繊
維
も
研
究
さ
れ
て
い
る
。

も
、
数
日
前
か
ら
神
戸
市
内
の
ネ
ズ
ミ
や

ゴ
キ
ブ
リ
が
消
滅
し
て
い
た
と
い
う
情
報

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
非
科
学
的
と

一
蹴
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
完
全
に
無
視

も
で
き
な
い
現
象
で
あ
る
。

オ
ミ
ミ
ク
リ
ー
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
バ

イ
オ
は
生
物
、
ミ
ミ
ク
リ
ー
は
模
倣
で
あ

る
か
ら
、
生
物
を
模
倣
す
る
科
学
技
術
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

現
在
は
単
体
の
生
物
の
能
力
を
参
考
に

す
る
段
階
で
あ
る
が
、
動
物
の
排
出
物
で

あ
る
炭
酸
ガ
ス
を
植
物
が
吸
収
し
て
自
身

の
栄
養
分
と
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
排
出

物
で
あ
る
酸
素
は
動
物
の
必
要
物
に
な
る

と
い
う
よ
う
に
、
生
物
は
廃
棄
物
の
な
い

世
界
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
れ
を
人
間
の

生
活
に
拡
大
で
き
れ
ば
、
環
境
問
題
も
解

決
で
き
る
。

万
物
の
霊
長
よ
り
進
歩
し
て
い
る
生
物

は
多
数
存
在
す
る
。
そ
れ
は
当
然
で
、
生

物
に
は
海
中
に
誕
生
し
て
四

0
億
年
、
陸

上
に
進
出
し
て
四
億
年
の
歴
史
が
あ
る

が
、
現
在
の
人
類
の
祖
先
は
二
0
万
年
前

に
登
場
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
陸
上
の
生
物

は
人
間
の
二
0
0
0倍
以
上
の
時
間
を
地

球
で
生
活
し
、
適
合
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
族
ネ
ズ
パ
ー
ス
族
の

「
ど
の
よ
う
な
動
物
も
、
あ
な
た
よ
り
は

る
か
に
多
く
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と

ヵ

い
う
言
葉
を
噛
み
締
め
、
偉
大
な
祖
先
に

謙
虚
に
学
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
、
新
し
い
世
界

が
展
開
す
る
。

東
京
大
学
名
誉
教
授

匂
き

お

よ

し

お

月
尾
痛
男
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